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要

Ｎ

いつもより早い梅雨入

滄浪小学校の卒業生が、教員免必

／

りに急かされるように、
本年度第一回となる寄田小・許習得のための教育実習に本校で料

号

今年のイモ植えを一日に
滄浪小の薩摩川内元気塾を講師取り組みました。
信

月

実施しました。
に鹿児島県出身落語家、桂竹丸実習期間は今月六日から十七日通
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昨年度から本校駐車場
師匠をお招きしてご公演頂き、迄の二週間。二年生担任の道添教«

横の学校農園にイモを栽
開催いたしました。
頭先生の指導の下、児童の学校です

培しています。本年度も昨年同様、

の生活指導や学習指導方法など実ま

家庭教育家庭教育家庭教育家庭教育とととと親親親親のののの役割役割役割役割
地域の方にイモの苗を提供して頂き、当日は午前九時からの開始で際の子どもたちを相手にして、教け

全校児童でイモの苗を植えました。ありましたが、竹丸師匠は一時師として身に付けるべき指導技術だ

校長
昨年は予想を上回るイモの大きさ間前には駐車場に到着されていや子ども理解、教育現場の理解にた

家庭の教育力の低下が言われて久や量の収穫がありましたので、今年たようです。プロの時間への厳取り組みました。
い

しいですが、子どもを中心に考えれの秋も期待できるのではと今から教格な取組に先ず驚かされました。最終日には、評価授業として算覧

ば、子どもを養い育てる基本の場は児共々楽しみにしています。
会場となった本校の体育館に数科の授業を本校職員参観の中、ご

家庭であり、保護者であることは自

は寄田小、滄浪小の子どもの他、堂々と取り組みました。忙しい中も

明のことです。

近隣の地域の方々も多数ご参加で指導に努められた教頭先生や他で

そこでは躾～基本的な生活習慣や念願念願念願念願のののの一勝一勝一勝一勝
頂き、プロの芸である話術に会の先生方の期待に応えることがでイ

道徳観、生活に必要な知恵や技能を

場が楽しい笑いに包まれました。きるよう今後さらに勉強し、本校タ

身に付けさせます。今、そのことが三日、アリーナで開催
竹丸師匠は、初めに楽しい話出身の私たち後輩教師の誕生を楽－

十分に機能しなくなり、低下していされました小学校綱引き
で笑いを取った後、伝統芸能でしみにしたいと思います。ケ

るのではないかと思われます。大会に、寄田小と滄浪小
ある落語「牛ほめ」を披露され

家庭の教育は日々の日常的ふれあの五、六年生が合同チー
ました。子どもたちも初めて見

いであり、生活の中の営みです。従ムで出場しました。
聞きする落語に目を輝かせ、笑

索

って親の意思に左右されることが大ここ数年、一試合どこ
いを発しながらプロの芸の世界

検

きく、親でなくてはできない教育でろか一セットも勝利から
に引き込まれていました。

で

あり、親として果たすべき役割とし見放されていましたの
落語披露の後、竹丸師匠は子

＞

ての教育、親が示す教育と言えます。で、今年は一セット一試合勝利を目どもたちを舞台に上がらせ、小

記

しかし、家庭の機能には教育的機指して、有終の美を飾ろうと合同練咄を教えたり、南京玉すだれの

日

校能だけではなく、情緒的機能もあり習を強化して取り組みました。その芸を披露したりして約一時間楽

小

学ます。例えば「自分は愛されている。練習が効を奏してＢブロックで二試しい時間を過ごさせてくださり七月行事等予定
七月行事等予定
七月行事等予定
七月行事等予定
浪

小そこに行けば安全で平和で、何でも合対戦して一勝を得ました。子どもました。竹丸師匠の気さくな飾

滄

浪話せる」と信じることができることたちも職員も応援に駆けつけた保護らない性格も含めて、大フアン

＜

滄です。子どもにとって「安らぎ」「く者の方も大喜びの勝利となりました。になりました。

立つろぎ」「ゆとり」の場としての機能

‼

市を持つことは重要です。

中

内家族が語り合い、役割分担を果たプールプールプールプール開開開開きききき

新

川すことで、親と子が共に生活してい

更

摩るのだと感じるようになれば、家庭水泳学習に先駆けてプ

＞

薩は自ずと子どもにとって安らぎの場ール開きがありました。

記

となるのではないでしょうか。初めに、今年のプール

日

先人は「養子不教父之過」と言っ使用での安全祈願を児童

校

ています。衣食住を与え育てるだけ代表二名と校長で行いま

学

で、教えるべきことを教えないのはした。開会式では水泳学

小

度親の過ちであると断言しています。習で守らなければならな

浪

年家庭は生活の場だけでなく、家族い大事なことの確認や自分の目標に
（サインと

滄

３が相互に愛情と連帯感をもって心豊向けてがんばることの大切さが強調
礼状）

＜

２かに過ごす空間です。未来に生きるされました。

グ

成子どもたちを心身共に健やかに育て当日は、水温、気温とも前日から

ロ

平るためにも、その基盤である家庭のの雨の影響で高くなかったので、早

ブ

在り方や親の役割を今一度、見直すめに入水を切り上げました。水に親

ことも大切ではないでしょうか。しみ、命を守る泳力向上を願います。
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５日校内水泳大会学期末ＰＴＡ教育相談
７日着衣泳８日第二回薩摩川内元気塾(寄田小）

日綱引きの旗を作ろう
１３日市図画作品審査会

１４日海の日祝日
１８日一学期終業式集団下校

２０日～夏季休業
２１日市小学校水泳記録会

２２ＰＴＡプール開放
７／～２５２９


